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行政経営報告書は、第２次伊賀市総合計画第３次基本計画（2021（令和３）年

度から 2024（令和６）年度）の進捗状況や、2022（令和４）年度の市政運営の

評価をもとに、成果や課題を捉え、2023（令和５）年度の施策へつなげることを

目的に作成しています。 
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1. 行政評価とは 
行政の様々な活動を、「市民にとっての効果は何か」「当初

期待した目的どおりに成果が上がっているか」といった視点

で評価・検証することで、より効率的で効果的な行政運営を

追及する手法です。また、民間企業で培われた管理手法であ

るマネジメント（ＰＤＣＡ）サイクルを行政運営に取り入れ

ようとするものです。ＰＤＣＡとは、Ｐｌａｎ（計画を立て

る）、Ｄｏ（実行する）、Ｃｈｅｃｋ（実行した結果、目標に

到達したか検証する）、Ａｃｔｉｏｎ（検証の結果を次の計画

の改善につなげる）のことです。 

【図２ 行政評価の分類】 

総合計画の体系 行政活動の区分

事務事業評価

施策評価

評価の種類

（まちづくりアンケート）
政策
（28）

施策（47）

基本事業（137）

事務事業（約380）

目

的

手
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目
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手
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「施策評価」については、部長などが施策評価シートを用いて、2021（令和３）年度の事業

及び 2022（令和４）年度の上半期の成果や、時代の潮流や課題などから、昨秋に中間評価を

実施し、その評価結果をもとに、翌年度（2023（令和５）年度）の当初予算へ反映するととも

に、市政運営の方向性について政策協議（春の行政経営協議）を行いました。昨年度末には、

翌年度事業実施に際しての 2022（令和４）年度の課題及び 2023（令和５）年度における改善

内容などについて再度、施策評価シートに追記しています。 

伊賀市では、2006（平成 18）年度より行政評価を実施していますが、内部評価をするにと

どまっていましたので、さらに評価の信頼性・客観性を高め、『市民目線、市民感覚で、分かり

やすく公平で透明性のある、地域に偏りのない市政の確保』を達成していくため、2016（平成

28）年度より外部評価を導入しています。 

(まちづくりアンケート） 

【図１ ＰＤＣＡサイクル】 
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２. まちづくりアンケート結果概要 
 

（1）まちづくりアンケートとは 

「ひとが輝く 地域が輝く 伊賀市」を実現するために、市民の皆さんが普段の

生活で感じられていること、お気づきになられていることをお聞かせいただき、今

後の伊賀市のまちづくりの参考とするものです。 

また、第２次伊賀市総合計画 第３次基本計画の各施策にかかる、市民の皆さん

の「満足度」、「参画度」を把握することで、客観性が確保された現状分析や方向性

の検討を可能とするものです。 

そのため、第３次基本計画に掲げる３８項目の施策について、「満足度」では、

市民のみなさんの実感に基づき、「満足」から「不満」までの４段階で質問を行っ

ています。 

なお、「参画度」については、各施策を伊賀流自治（ガバナンス）の視点でみた

ときに求められる「市民の役割」に対する参画度を表しています。 

 

（２） 調査の仕様 

① 調査地域 伊賀市全域 

② 調査対象 市内在住、在勤、在学、または市外に在住で伊賀市に関わりが    

ある満 18 歳以上の方 

③ 周知方法 伊賀市ｅモニター及び住民基本台帳に登録されている方から無   

作為に 5,000 人抽出しダイレクトメールの送付等 

④ 調査方法 Web 方式（希望者へは質問用紙を配布） 

⑤ 調査期間 2023(令和５)年２月 10 日～３月３日 

⑥ 回 収 数 741 件 
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割合※ 順位 割合※ 順位

１-１ 地域共生社会づくり
助け合いや支え合いにより、住み慣れた地域で
自分らしく暮らす

50.6% 19 34.5% 29

１-２ 医療
身近なところで安心して医療を受けることがで
きる

55.2% 13 49.9% 10

１-３ 健康づくり 生涯を通じ、健康に暮らすことができる 57.7% 8 53.7% 7

１-４ 高齢者支援
高齢者が、生きがいを感じながら安心して暮ら
すことができる

42.6% 27 31.7% 35

１-５ 障がい者支援
障がい者が、自分らしく安心して暮らすことが
できる

45.4% 25 43.7% 18

１-６ 子育て・少子化対策 子どもを安心して産み、育てることができる 41.9% 29 34.5% 29

２-１ 危機管理 災害などの危機に強くなる 49.9% 21 47.6% 12

２-２ 消防・救急 火災や急病などで人命が失われないようにする 61.9% 4 52.0% 9

２-３ 安心な暮らし 市民が安全で、穏やかに暮らすことができる 62.7% 3 73.0% 3

２-４ 環境保全 豊かな自然環境を守り次代へ引き継ぐ 54.3% 15 56.6% 6

２-５ 一般廃棄物
廃棄物を減らし、再資源化し、残りは適正に処
理する

72.2% 2 77.2% 2

２-６ 上下水道 安全でおいしい飲み水と、美しい水環境を守る 73.5% 1 78.4% 1

３-１ 観光 観光客を呼び込み、もてなす 46.1% 24 44.1% 17

３-２ 農業
自然と共存し、人と人がつながる農業を元気に
する

55.4% 12 63.2% 4

３-３ 森林保全・林業 森林や里山を大切にし、林業を元気にする 42.0% 28 36.2% 28

３-４ 中心市街地活性化 中心市街地の賑わいをつくる 30.9% 37 41.5% 20

３-５ 商工業・産業立地 地域の特性を活かし、商工業活動を盛んにする 37.2% 33 45.2% 15

３-６ 就業・起業 だれもが働きやすく、働く意欲が持てる 34.6% 35 30.4% 36

４-１ 都市政策 適正な土地利用により、まちの魅力を高める 31.3% 36 41.1% 21

４-２ 住環境整備 だれもが安心な住環境で暮らせる 51.6% 17 52.7% 8

４-３ 道路 道路ネットワークによって移動がしやすい 50.0% 20 61.6% 5

４-４ 公共交通
身近なバスや鉄道に愛着を持ち、みんなで支え
る

25.6% 38 20.9% 38

４
　
生
活
基
盤

１
　
健
康
・
福
祉

２
　
生
活
・
環
境

３
　
産
業
・
交
流

(３)各施策の満足度、参画度の一覧

満足度 参画度
施策キーワード

分
野

施策
No.

協働によるめざす姿
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割合※ 順位 割合※ 順位

５-１ 人権尊重・非核平和 人権に対する正しい知識を習得する 58.6% 6 46.5% 13

５-２ 同和問題 部落差別をなくす 57.4% 9 43.7% 18

５-３ 学校教育 子どもたちが、未来に夢や希望を持てる 52.0% 16 45.5% 14

５-４ 教育環境 子どもたちが、安心して学べる 56.8% 10 32.1% 34

５-５ 生涯学習 生涯を通じ、生きがいを持ち活躍できる 48.5% 22 32.2% 33

６-１ 住民自治・市民活動
住民自治活動、市民活動やボランティア活動が
活発に行われる

55.9% 11 37.3% 26

６-２ 多文化共生 国籍や文化の違いを認め、共生する 60.0% 5 45.1% 16

６-３ 文化・芸術 豊かな感性を育む文化・芸術に親しむ 54.5% 14 38.6% 24

６-４ 歴史・文化遺産 歴史や文化遺産を守り、未来へと引き継ぐ 58.5% 7 39.2% 22

６-５ スポーツ 気軽にスポーツを楽しむことができる 47.0% 23 32.8% 32

６-６ 定住・関係人口 ファン獲得・拡大と地域への人口定着の推進 39.9% 31 21.9% 37

７-１ 広聴広報 理解と共感につながる市政情報の共有化 51.3% 18 34.1% 31

７-２ 財政運営 健全な財政運営 36.2% 34 48.7% 11

７-３ 組織・人事 市民の期待に応えられる組織・人づくり 38.3% 32 36.8% 27

７-４ 広域連携 圏域全体の活性化につながる広域的な連携 45.3% 26 38.7% 23

７-５ デジタル自治
デジタル技術の活用による市民サービスの向上
と効率的な行政運営の実現

40.5% 30 37.9% 25

　　                                                  ・満足度「満足」、「やや満足」　　　　　　　　　　　　　　・満足度「満足」、「やや満足」

※

　　　　　・参画度「あてはまる」、「少しあてはまる」

分
野

は中間位（19位）※

満足度 参画度施策
No.

施策キーワード

と回答した市民の割合

平均値 49.3% 44.2%

協働によるめざす姿

６
　
文
化
・
地
域
づ
く
り

７
　
計
画
の
推
進

５
　
教
育
・
人
権

伊賀市まちづくりアンケートにおいて、
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◎

○

△

×

－

施策
No.

施策キーワード 単位
評
価
基

準
計画策定
時の値

R4年度
実績値

R6年度
目標値

進展度

回 ① 52 68 60 ◎

回 ① 4,726 4,025 増加 〇

％ ① 79.7 72.7 80%以上 〇

％ ① 68.7 58.9 70%以上 △

％ ① 96.6 97.4 98.0 〇

％ ① 33 33 50 ×

回 ① 4 4 5 △

％ ① 94 92 90%以上 ◎

歳 ① 82.60 83.42 延伸 ◎

歳 ① 85.88 86.57 延伸 ◎

％ ① 7.2 13.6 15.0 〇

機関 ③ 182 262 220 ◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　÷　（令和４年度目標値　－　計画策定時の値）

※左の基準による区分がふさわしく
ない項目については、総合的に判断
しています。（令和３年度目標値または実績値なし）

１-１

100%以上

85%以上100%未満

70%未満

救急患者受入率

健康づくり事業協力機関数

特定保健指導率

１-３ 健康づくり

開催機関や地域等との連携回数

１-２

複雑なケースの解決割合

地域共生社会づ
くり

在宅復帰率

3. 2022（R4)年度 成果指標進展度一覧

ことで、計画に沿った実行が出来ていたのかを検証しています。

目標達成状況は、

　①増加を目指す指標の場合・・・　令和４年度実績値　÷　令和４年度目標値

健康寿命　女性

目標達成状況により算出

　②減少を目指す指標の場合・・・　令和４年度目標値　÷　令和４年度実績値

　③累計値を目標値に設定する場合・・・　　（令和４年度実績値　－　計画策定時の値）

進展度

進んだ

ある程度進んだ

あまり進まなかった

進まなかった

不明

就労・増収率

地域福祉ネットワーク会議開催数

成果を示す指標（ＫＰＩ）

健康寿命　男性

　第３次基本計画では、各施策における取り組みの成果を定量的に示す目標値（ＫＰＩ）を設定する

医療

多職種間連携の意識

取り組んでいるプロジェクト数

70%以上85%未満
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施策
No.

施策キーワード 単位
評
価
基

準
計画策定
時の値

R4年度
実績値

R6年度
目標値

進展度成果を示す指標（ＫＰＩ）

％ ① 79.43 79.35 上昇 ◎

人 ③ 7,170 8,298 8,700 ◎

人 ③ 163 184 200 ◎

か所 ③ 32 31 37 ×

回 ① 4,118 3,248 増加 △

か所 ③ 13 18 20 ◎

％ ① 71 85.5 75 ◎

％ ① 80.3 77.0 85.0 〇

％ ① 92 91 95 〇

件 ① 146 71 165 ×

％ ① 15.4 25.6 100 ×

％ ① 22.0 40.7 100 ×

％ ③ 14.3 55.4 80 ◎

実施数 ③ 1 4 20 ×

％ ① 63.19 64.1 64 ◎

％ ① 50 68.7 60 ◎

％ ① 70 80 80 ◎

件 ② 122 113
前年度比
▲５％を

継続
△

件 ② 334 314 減少 ◎

件 ① 207 221 200 ◎

消防・救急

刑法犯認知件数

人身事故件数

安心な暮らし

消費生活相談件数

住宅用火災警報器 設置率

現場に居合わせた人の救命処置率

消防水利 充足率

地域の避難所運営マニュアル 策定率

関係機関や地域等との連携回数

地域密着型サービス事業所数

２-２

１-４ 高齢者支援

認知症サポーター数

要介護認定を受けていない人の割合

緊急通報システム貸出数

何らかの解決方法を知っている親の割合

１-５ 障がい者支援 地域生活支援拠点事業　登録事業所数

研修会により理解が深まった人の割合

特定不妊治療費助成申請件数

伊賀市で子育てをしたい親の割合１-６
子育て・少子化
対策

廃池実施数

危機管理関係計画等 策定率

２-１ 危機管理

河川浚渫（しゅんせつ）事業 対応率

２-３
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施策
No.

施策キーワード 単位
評
価
基

準
計画策定
時の値

R4年度
実績値

R6年度
目標値

進展度成果を示す指標（ＫＰＩ）

％ ① － 86 70 ◎

％ ① 100 100 100 ◎

㎏ ② 10,401 8,100 10,000 △

円 ② 13,949 11,617 13,400 〇

件 ③ 7,333 15,533 10,000 ◎

％ ① 100 100 100 ◎

％ ③ 8.6 9.5 9.5 ◎

％ ③ 80.3 83.8 84.6 ◎

円 ① 11,953 14,027 15,257 〇

％ ① 48 59.21 53 ◎

％ ① 53.2 70.8 70 ◎

ha ① 4,057 3,987 4,250 〇

人 ① 230 217 240 〇

回 ① 0 19 12 ◎

ha ① 186 232 200 ◎

t ① 1,550 935 2,000 ×

人 ③ 27 14 71 ×

件 ③ 3 19 23 ◎

％ ① 52.1 54.84 51.0 ◎

件 ③ 5 24 12 ◎

リピーター率

旅行消費額

未利用間伐材 搬出量

３-２ 農業

認定農用地面積

認定農業者数

３-４
中心市街地活性
化

空き店舗等活用件数

３-５
商工業・産業立
地

上野商工会議所・伊賀市商工会 組織率

森林保全・林業

河川水質環境基準 達成度

参加者の意識向上度

一般廃棄物

境界明確化 実施面積

伊賀米の１等米比率

排水基準達成率

年間ごみ処理経費（減少を目指す指標）

伊賀スマイル給食 実施回数

新規立地企業件数

中心市街地の人口社会増

３-３

環境保全

２-６

不法投棄量（減少を目指す指標）

汚水処理人口普及率

地震に強い水道管路延長の割合

３-１

２-４

ごみ分別アプリ登録数２-５

上下水道

観光
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施策
No.

施策キーワード 単位
評
価
基

準
計画策定
時の値

R4年度
実績値

R6年度
目標値

進展度成果を示す指標（ＫＰＩ）

率 ① 1.31 1.25 1.33 〇

件 ③ 3 22 12 ◎

％ ① 59.46 64.71 上昇 ◎

％ ① 85.50 79.72 上昇 〇

％ ① 81.8 81.8 87.8 〇

件 ③ 2 6 10 ◎

棟 ② 2,052 2,075 2,050 ◎

％ ③ 71.20 95.50 100 ◎

％ ③ 20.9 69.40 100 ◎

人 ① 503,269 367,251 503,000 △

人 ① 1,458,143 1,291,359 1,458,000 〇

人 ① 1,279,625 1,161,497 1,580,000 △

％ ① 48.9 67.7 58.9 ◎

％ ① 74.7 75.0 83.0 〇

％ ① 23.4 26.9 30.0 〇

％ ① 62.7 89.7 72.7 ◎

人 ① 3,149 3,251 3,100 ◎

％ ① 90.0 90.6 90.0 ◎

％ ① 76.8 73.5 80.0 〇

％ ① 100.0 100.0 100.0 ◎

％ ① 100.0 100.0 100.0 ◎

３-６

４-１ 都市政策

道路

有効求人倍率（就業率）

起業数

市営住宅の改善 累計

住宅の耐震化率

届出書の適合率

誘導区域内への誘導率

道路改良事業 進捗率

中学３年生の平和への貢献度

情報モラル学習を実施する学校の割合

将来の夢や目標を持っている児童生徒の割
合

個別の教育支援計画・指導計画の作成割合

空き家等数

橋梁 修繕率

４-２

５-２

５-３

４-４

４-３

５-１

就業・起業

住環境整備

市内バス年間利用者数

同和問題

学校教育

人権尊重・非核
平和

参加者の意識向上度

女性登用率

学校改善に努めていると感じる保護者の割
合

年間相談 延件数

参加者の意識向上度

関西本線年間利用者数

伊賀線年間利用者数

公共交通
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施策
No.

施策キーワード 単位
評
価
基

準
計画策定
時の値

R4年度
実績値

R6年度
目標値

進展度成果を示す指標（ＫＰＩ）

学級数 ② 2 2 0 ×

％ ③ 0 14.7 17.6 ◎

人 ① 274 895 480 ◎

人 ① 80,523 65,311 352,000 ×

冊 ① 118,710 126,749 145,000 〇

人 ① 7,360 2,672 7,500 ×

件 ③ 11 61 81 ◎

件 ① 1,307 1,257 1,372 〇

％ ① 22.8 56.3 30.0 ◎

％ ① 79.8 82.5 84.0 〇

人 ① 1,542 1,144 2,000 ×

％ ① 20.0 40.0 30.0 ◎

点 ① 36,829 35,785 40,000 〇

件 ③ 500 503 520 ×

人 ① 17,108 17,486 18,000 〇

％ ① 21.0 46.0 63.0 △

件 ① 40 84 50 ◎

％ ① 28.8 12.2 43.2 ×

％ ① 45.96 49.50 55.15 〇

人 ① 6,791 16,038 12,000 ◎

人 ① ▲９ ▲63 50 ×

人 ③ 88 510 362 ◎

スポーツ

文化・芸術

歴史・文化遺産

生涯学習

文化財施設 入館者数

歴史的風致維持向上計画事業 進捗状況

人材育成講座 参加者数

スポーツ活動実施率

歴史資料 閲覧件数

指定及び登録文化財数

芭蕉祭献詠俳句等応募数

自主事業の入場者数全体に占める子どもの
割合

市民美術展覧会 出品者数、鑑賞者数

相談を通じた移住者数

ふるさと納税人数

スポーツ施設 稼働率

20～30代の年間転入超過数定住・関係人口

６-４

６-３

６-５

６-６

５-５

６-２

６-１

５-４

多文化共生

市民活動支援センター利用件数

キラッと輝け！地域応援補助金 申請件数

体験事業参加者数

児童書の年間貸出冊数

図書館年間入館者数

伊賀市に住んでよかったと感じている外国
人の割合

日本人との交流がある外国人の割合

教育環境

住民自治・市民
活動

施設改善率

複式学級数
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施策
No.

施策キーワード 単位
評
価
基

準
計画策定
時の値

R4年度
実績値

R6年度
目標値

進展度成果を示す指標（ＫＰＩ）

件 ① 769 969 900 ◎

件 ① 3,878,604 4,897,300 4,200,000 ◎

件 ① 0 3 0 ×

％ ② 11.4 9.4
概ね９％
を超えな
いこと

◎

％ ② 77.2 53.5
50％台
後半

◎

万㎡ ③ 8.1 11.7 11.6 ◎

か所 ③ 2 9 22 △

億円 ② 21.9 16.9 17 ◎

％ ① 78.4 85.5 85.0 ◎

％ ① 85.5 84.1 90.0 〇

％ ① 66.6 40.0 33.3 ◎

人 ① 96,439 93,228 91,038 ◎

％ ① 100 83.3 100 △

件 ③ 7 35 40 ◎

件 ③ — 92 150 ◎

複合化で機能移転した施設数

公共施設縮減面積

将来負担比率

実質公債費比率

情報公開・個人情報保護審査会で妥当でな
いと判断された件数

市ホームページアクセス数

市ホームページで寄せられた意見件数

７-４

７-５

計画期間に改善を図った事務事業の件数

オンラインで申請可能な行政手続きの数

共同研究参加者の満足度

圏域自治体の人口

有効改善提案の割合

ストレスチェックの受検職員割合

人事評価で標準得点を上回る職員割合

滞納繰越債権額

デジタル自治

広聴広報

組織・人事

財政運営

広域連携

７-３

７-１

７-２

10



4. 重要施策と横断的な取り組みの状況について 

 

 

昨秋の行政経営協議で、次の５施策を 2023（令和５）年度の重点施策と位置付けていま

す。 

 

【分野-施策】 

・２－１ 危機管理  

災害などの危機に強くなる （P28） 

 

・３－４ 中心市街地活性化  

中心市街地の賑わいをつくる （P46） 

 

・４－１ 都市政策 

適正な土地利用によりまちの魅力を高める （P52） 

 

・４－４ 公共交通 

身近なバスや鉄道に愛着を持ち、みんなで支える （P58） 

 

・６－１ 住民自治・市民活動 

住民自治活動、市民活動やボランティア活動が活発に行われる （P70） 
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1

・観光誘客と情報発信
・農畜産物の生産振興
・商工業の活性化
・企業立地
・就労支援、職業相談
・創業支援

・多様な人材の活躍を推進する　：　伊賀流自治の推進、自治基本条例の見直し
・新しい時代の流れを力にする 　：　Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0、ＳＤＧｓ、新たな生活様式への変革

【基本目標】 【主な基本事業】

横断的な取り組み
加速する人口減少に歯止めをかける

まち・ひと・しごと創生

基本的な方向と新たな視点

【進捗管理】

誰もが希望を持って働くことができる
成果指標 市内総生産額

成果指標
の説明

『三重県勢要覧』における市町統計「経済基盤」の「62）市
町内総生産額（総額）」＜方針＞

・地域の魅力のブランド化、イノベー
ションの創出
・地域資源を活かした地域産業の強
化
・就業・起業支援と人材の確保・育成

現状値
2021
(R３)

2022
(R４)

2023
(R５)

2024
(R６)

目標値
(単年)

実績
（百万円）

4

・市街地整備
・中心市街地の商業の活性化
・魅力発信
・移住・交流
・地域人材育成

3

・住民自治
・コンパクトシティ・プラス・ネットワーク
・包括的な相談支援
・定住自立圏
・多文化交流
・文化・芸術振興
・スポーツ振興

610

成果指標 若年（20～39歳）女性人口

2

・子育て相談
・子育て支援
・少子化対策
・男女共同参画

成果指標
の説明

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（平成30（2018）年推計）」にお
ける令和６（2024）年の若年女性人口から、伊賀市の将来展望における同人口への引き上げ

実績
（人）

8,419 7,290 7,132 6,400

心豊かに暮らし続けることができる
成果指標 住み続けたいと思う市民の割合

成果指標
の説明

506,073 514,706 526,997 547,000

成果指標 従業員数（工業統計・経済センサス）

成果指標
の説明

（現状値・2021） 経済産業省『工業統計調査』（2022）　総務省『経
済センサス』活動調査　それぞれの製造業の従業員数

実績
（人）

19,464 19,628 18,912 20,000

安心して子どもを産み、
　　　　　　　　　　育てることができる

成果指標 出生数

成果指標
の説明

三重県『月別人口調査』における前年10月から当年９月ま
での出生数＜方針＞

・結婚・妊娠・出産・子育てまでの切れ
目のない支援
・ワーク・ライフ・バランスを実現

現状値
2021
(R３)

2022
(R４)

2023
(R５)

2024
(R６)

目標値
(単年)

実績
（人）

538 497 503

まちづくりアンケートの中で、「住み続けたい」「できれば住
み続けたい」と回答した市民の割合＜方針＞

・市民主体によるまちづくり
・地域防災の確保
・魅力的な地方都市生活圏を形成
・医療・福祉サービス等の機能を確保
・地域間連携による魅力的な地域圏
の形成
・文化・スポーツ振興によるまちづくり

現状値
2021
(R３)

2022
(R４)

2023
(R５)

2024
(R６)

目標値
(単年)

実績
（％）

76.1 78.5 77.5 80.0

成果指標 地価公示価格の平均

成果指標
の説明

地価公示価格における市内基準地の平均

実績
（円）

29,554 28,425 28,050 30,000

魅力を高め、
　　　　　にぎわいと交流を生み出す

成果指標 ３大都市圏からの転入者数

成果指標
の説明

住民基本台帳における１月１日から12月31日までの首都圏（１都７
県）、中京圏（３県）、関西圏（２府４県）からの転入者数＜方針＞

・官民連携による賑わいの拠点づくり
・交流・関係人口の創出・拡大
・移住の促進
・産学官民連携による地域人材の育
成

現状値
2021
(R３)

2,450

成果指標 全国における伊賀市のブランド順位

2022
(R４)

2023
(R５)

2024
(R６)

目標値
(単年)

実績
（人）

2,231 2,137 2,216

成果指標
の説明

ブランド総合研究所『地域ブランド調査』における伊賀市の
全項目の平均順位

実績
（位）

230 231 240 200
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